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第8 章 景観形成の推進体制 

景観計画を効果的に運用し、良好な景観形成を推進していくために、次のような体制を構

築します。 

 

（１）諮問機関の設置 

八王子市の景観形成に関わる方針や計画の検討、届出に関する勧告・変更命令に向けた審

議、重点地区や景観重要建造物・景観重要樹木の指定等、市長の諮問事項について調査協議

を行う機関として、八王子市景観審議会を設置します。 

審議会の構成は、12 名以内で市長が委嘱する者とし、市の景観形成に対して専門的な知識

を有する学識経験者や専門家、関係団体の代表者、公募市民とします。任期は２年で、再任

は妨げないものとします。 

また、各種ガイドライン等の検討や届出案件についての協議調整に関すること等、個別に

専門的な判断を求められる事例に対応するため、審議会の中に、建築計画や都市計画、造園、

色彩等の専門家による専門部会を設置します。 

 

（２）景観アドバイザーの活用 

建築等行為の事前協議や事前の相談等にあたり、適切な判断を行い、質の高いデザインに

誘導していくために、専門的見地から助言を得られるよう、景観アドバイザー制度を設けま

す。 

市民や事業者に対する技術的なアドバイスや、市の行う景観施策全般に対するアドバイス

等を受けることにより、専門的検討を踏まえながら効果的に景観形成を推進していくための

体制を構築します。 

 

（３）庁内・関連機関との連携体制 

景観形成は、幅広い分野にまたがるため、庁内の各部署と連携して取り組むことが必要で

す。特に公共施設の整備等にあたっては、その施設を所管する部署との景観形成に対する共

通認識を持つことが必要となるので、庁内に横断的な連絡調整のしくみや体制を構築してい

きます。 

また、道路や河川等、国や東京都の公共施設や、市境付近における隣接市域での景観形成

は、本市の景観形成に大きな影響を与えるものとなるので、景観重要公共施設の位置づけや

景観形成に関する協議のしくみ等について、国や都、隣接市と情報交換や連絡調整を円滑に

進められる体制を構築していきます。  

  




